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4. 永吉真子:【今改めて保健師の専門性とは-ジェネラリストというスペシャリティ-】 集団への援助における協働の必要

性 住民の健康管理における分野横断的・総合的視点．保健医療科学 6(4): 365-372, 2018 

B-c 
1. 永田康浩，潮谷有二，安武亨，前田隆浩：地域包括ケアシステムにおける医歯薬連携．（地域医療における医歯薬連

携，救急医学 42，pp963-968 所収）2018 

2. 前田隆浩，中村洋，菅原正典：ICT を使った医薬連携とビッグデータ活用の実践．（地域医療における医歯薬連携，

救急医学 42，pp955-962 所収）2018 
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3. 前田隆浩：離島での調剤情報共有の取り組みとデータ活用．（〜総特集〜蓄積データの効果的 2 次活用を考える，新

医療，pp 32-36 所収）2018 

B-e 
1. 玉井慎美, 佐々木大介, 森本心平, 川尻真也, 永吉真子, 山梨啓友, 小屋松淳, 柳原克紀, 齋藤俊行, 前田隆浩, 川上純: 

住民健康診査受診における口腔内細菌叢の検討 関節リウマチと抗 CCP 抗体に着目した解析．第 46 回日本臨床免疫

学会総会 

2. 永吉真子、玉井慎美、山梨啓友、小屋松淳、前田隆浩: 地域健診受診の有無と舌圧値との関連（離島地域在住高齢者

の悉皆調査より）第 77 回日本公衆衛生学会総会 

3. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: ダイオキシンによる健康被害者である油

症患者における睡眠障害の実態. 第 43 回日本睡眠学会定期学術集会 

4. 清水悠路, 小屋松淳, 永吉真子, 佐藤晋平, 山梨啓友, 福井翔一, 近藤英明, 岡田武夫, 木山昌彦, 前田隆浩: 血管修復

指標としての肝細胞増殖因子(HGF)と末梢血 CD34 陽性細胞. 第 88 回日本衛生学会学術総会 

5. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: ダイオキシンによる健康被害としての不

眠. 第 9 回九州睡眠研究会 

6. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: ダイオキシンによる健康被害である油症

における不眠とレストレスレッグス症候群. 第 9 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

7. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: 油症患者における睡眠障害の実態. 平成

30 年度全国油症治療研究班会議 

8. 近藤英明: 各種疾患における CAP の減少・消失と不眠の病態生理. 日本睡眠学会第 43 回定期学術集会 

9. 江藤宏美, 加藤千穂, 近藤英明: 妊娠糖尿病妊婦のレストレスレッグス症候群と周産期の睡眠アウトカムへの影響. 
日本睡眠学会第 43 回定期学術集会 

10. 加藤千穂, 江藤宏美, 近藤英明: 女性看護師における下肢を動かしたい衝動感と睡眠. 日本睡眠学会第 43 回定期学術

集会 

11. 浦島佳代子, 一瀬邦弘, 近藤英明, 小澤寛樹, 川上純, 前田隆浩: 外来通院中のリウマチ性疾患患者における不眠とレ

ストレスレッグス症候群. 日本睡眠学会第 43 回定期学術集会 

12. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: ダイオキシンによる健康被害者である油

症患者における睡眠障害の実態. 日本睡眠学会第 43 回定期学術集会 

13. 長浦由紀, 近藤英明, 上片さくら, 加藤千穂, 江藤宏美, 前田隆浩: 女性看護師における交代勤務と睡眠の質. 日本睡

眠学会第 43 回定期学術集会 

14. 井上和美, 松尾幸美, 岩本愛美, 福壽美月, 陣内ちさ, 加藤千穂, 江藤宏美, 近藤英明, 和泉元衛: レストレスレッグス

症候群の症状評価における Cambridge-Hopkins 質問票 13 日本語版（CH-RLSq13）の有用性について. 日本睡眠学会第

43 回定期学術集会 

15. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: ダイオキシンによる健康被害である油症

患者における睡眠障害の実態. 第 1 回長崎睡眠呼吸障害セミナー 

16. 梅野志帆, 江藤宏美, 加藤千穂, 長浦由紀, 近藤英明: 妊娠中期から後期にかけての睡眠呼吸障害. 妊娠中期から後期

にかけての睡眠呼吸障害. 第 25 回九州睡眠呼吸障害研究会 

17. 近藤英明, 谷尾恵子, 長浦由紀, 永吉真子, 三苫千景, 古江増隆, 前田隆浩: ダイオキシンによる健康被害である油症

患者における睡眠障害の実態. 不眠研究会第 34 回研究発表会 

18. 前田隆浩: クラウド型広域調剤情報共有システムの構築と有効性・安全性の検証. 第 38 回医療情報学連合大会（第 19
回日本医療情報学会学術大会） 

19. 平雄文, 馬場正樹, 小林文恵, 永田厚子, 永田修一, 田中和孝, 前田隆浩: 多職種連携における情報共有の重要性. 第
79 回九州山口薬学大会 

20. 坂本佳奈, 片山量平, 朝賀礼美, 坂田征士, 馬場郷子, 仲宗根秀樹, 小池清恵, 津山直子, 土橋映仁, 佐々木純, 一迫玲, 
高桑恵美, 山崎理絵, 瀧澤淳, 前田隆浩, 成田美和子, 伊豆津宏二, 神田善伸, 大島孝一, 竹内賢吾: 芽球性形質細胞様

樹状細胞腫瘍における MYC 異常：免疫芽球様細胞形態，薬剤感受性との関連. 第 80 回日本血液学会学術集会 

21. Y. Nagaura, S. Uekata, C. Kato, H. Eto, H. Kondo, T. Maeda: The impact of rotating work schedules on sleep quality among 
hospital female nurses and midwives. 24th Congress of the European Sleep Research Society 
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22. 平雄文, 馬場正樹, 小林文恵, 永田厚子, 永田修一, 田中和孝, 前田隆浩: 地域包括ケアシステムにおける地域調剤情

報共有システムの重要性. 第 51 回日本薬剤師会学術大会 

23. 松坂雄亮, 西野文子, 野口郁恵, 久芳さやか, 小屋松淳, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩: 医学生における多職種連携に

対する準備状態と総合診療・地域医療への関心度との関連. 第 50 回日本医学教育学会 

24. 中桶了太, 前田隆浩, 浜田久之, 押淵徹、調漸: 卒前の地域医療実習の長期効果の測定〜研修医の地域医療へのモチベ

ーションを向上させる〜. 第 50 回日本医学教育学会 

25. 小屋松淳, 清浦海里, 野原夏樹, 山梨啓友, 村瀬邦彦, 永田康浩, 前田隆浩: 離島勤務に対する意欲と不安因子との関

連について. 第 50 回日本医学教育学会 

26. 浦島佳奈子, 一瀬邦彦, 近藤英明, 小澤寛樹, 川上純, 前田隆浩: 外来通院中のリウマチ性疾患患者における不眠とレ

ストレスレッグ症候群. 第 43 回日本睡眠学会 

27. 坂本佳奈, 片山量平, 朝賀礼美, 坂田征士, 馬場郷子, 仲宗根秀樹, 小池清恵, 津山直子, 土橋映仁, 佐々木純, 一迫玲, 
高桑恵美, 山崎理絵, 瀧澤淳, 前田隆浩, 成田美和子, 伊豆津宏二, 神田善伸, 大島孝一, 竹内賢吾: 芽球性形質細胞様

樹状細胞腫瘍における高頻度の 8q24 再構成：細胞形態，MYC 発現，薬剤感受性との関連. 第 58 回リンパ網内系学会

総会 

28. 長浦由紀, 井上圭太, 中道聖子, 依田彩文, 松原大, 大園惠幸, 前田隆浩: 総合診療科にける心理職活用の検討−実践か

らの分析. 第 9 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

29. 品川博光, 西野文子, 藤本優, 野口郁惠, 前田隆浩, 永田康浩: 医学生は地域包括ケア臨床実習で何を学ぶか. 第 9 回

日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

30. 塚崎晃, 五島漱志郎, 古川慧月, 小屋松淳, 山梨啓友, 村瀬邦彦, 永田康浩, 前田隆浩: 離島における医療系学生と福

祉系学生の共修 第 5 回長崎地域医療セミナーin GOTO. 第 9 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

31. Hirotomo Yamanashi, Shuji Nakashima, Satomi Komiya, Katsumi Tanaka, Takahiro Maeda: Prevalence of pressure ulcers in 
Japanese oldefr people: a population-based cross-sectional study. 第 9 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

32. 鋸崎翔太, 近藤英明, 舘玲名, 清浦海里, 沖田奈菜, 木村裕平, 坂口倫花, 田崎海斗, 福井翔一, 川尻真也, 高山隼人, 
永田康浩, 前田隆浩: 長崎大学医学部地域枠学生の入学後初期段階での活動報告. 第 9 回日本プライマリ・ケア連合学

会学術大会 

33. 長浦由紀, 依田彩文, 松原大, 中道聖子, 前田隆浩: スクールカウンセラー初配置校におけるニーズと役割−離島と都

市部の実践からの検討−. 日本プラマリ・ケア連合学会長崎県支部会第 5 回総会・学術集会 

34. 依田彩文, 松原大, 長浦由紀, 中道聖子, 前田隆浩: 長崎大学病院総合診療科新患外来レビュー−症例の内訳とその転

帰について−. 日本プラマリ・ケア連合学会長崎県支部会第 5 回総会・学術集会 

35. 藤本優, 野口郁恵, 西野文子, 松坂雄亮, 久芳さやか, 前田隆浩, 永田康浩: 地域包括ケア実習における医学科生の学

び〜学生の達成度と指導者評価を比較して〜. 日本プラマリ・ケア連合学会長崎県支部会第 5 回総会・学術集会 

36. 長浦由紀, 金原俊輔, 前田隆浩, 井上圭太, 松原大, 依田彩文, 中道聖子: 管理職者を対象とした復職支援に関する研

修効果−復職プランを作成したグループワークからの検討. 第 16 回日本病院院診療医学会学術総会 

37. 北村雅保, 岩﨑理浩, 古堅麗子, 小山善哉, 林田秀明, 福田英輝, 川崎浩二, 前田隆浩, 齋藤俊行: 島嶼地域の成人にお

ける歯科疾患の実態：五島研究. 第 54 回長崎県総合公衆衛生研究会 

38. 永吉真子, 玉井慎美, 山梨啓友, 小屋松淳, 川尻真也, 近藤英明, 福井翔一, 前田隆浩: 高齢者の会話・笑い・発生の頻

度と舌圧との関連. 第 28 回日本疫学会 

39. 川㞍真也, 西野文子, 川上純, 吉玉珠美, 榮樂信隆, 松岡直樹, 植木幸孝, 岡田覚丈, 都留智巳, 日高利彦, 濱田浩朗, 
藤川敬太, 永野修司, 有信洋二郎, 多田芳史．関節リウマチにおける寛解を目指した関節超音波の活用．第 55 回九州

リウマチ学会 

40. 西野文子, 川㞍真也, 川上純, 吉玉珠美, 榮樂信隆, 松岡直樹, 植木幸孝, 岡田覚丈, 都留智巳, 日高利彦, 藤川敬太, 
濱田浩朗, 永野修司, 有信洋二郎, 多田芳史: 治療前抗 CCP 抗体価による生物学的製剤治療経過の比較 九州地区多

施設共同超音波コホート研究より．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

41. 古賀智裕, 遠藤友志郎, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 川㞍真也, 岩本直樹, 一瀬邦弘, 玉井慎美, 中村英樹, 折口智

樹, 佐藤俊太朗, 山本弘史, 右田清志, 川上純: 標準治療が奏功しない自己炎症疾患の特徴と治療法．第 62 回日本リウ

マチ学会総会・学術集会 

42. 梅津彩香, 清水俊匡, 石田翠, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 古賀智裕, 川㞍真也, 岩本直樹, 一瀬邦弘, 玉井慎美, 
中村英樹, 折口智樹, 川上純: 多関節痛、筋痛を伴う不明熱精査で FDG-PET/CT を撮像した 3 例．第 62 回日本リウマ
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チ学会総会・学術集会 

43. 原万怜, 梅田雅孝, 石田翠, 遠藤友志郎, 古賀智裕, 川㞍真也, 一瀬邦弘, 中村英樹, 川上純: 副腎皮質ステロイド治療

抵抗性の強膜炎と感音性難聴を合併した高安動脈炎に対しトシリズマブが奏功した一例．第 62 回日本リウマチ学会

総会・学術集会 

44. 住吉玲美, 古賀智裕, 辻創介, 遠藤友志郎, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 川㞍真也, 岩本直樹, 一瀬邦弘, 玉井慎美, 
中村英樹, 折口智樹, 川上純: 診断時に CD4 陽性 T 細胞における CaMK4 が高発現を呈し、血栓性微小血管障害症と

肺胞出血を合併したループス腎炎の一例．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

45. 有馬和彦, 岩本直樹, 福井翔一, 川㞍真也, 玉井慎美, 川上純, 青柳潔: 骨量関連因子の解析 長崎アイランドコホー

ト研究骨衛生活動．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

46. 辻創介, 高谷亜由子, 井川敬, 清水俊匡, 梅田雅孝, 福井翔一, 住吉玲美, 西野文子, 野中文陽, 古賀智裕, 川㞍真也, 
岩本直樹, 一瀬邦弘, 中村英樹, 折口智樹, 植木幸孝, 川上純: 気管支内病変を呈した MTX-LPD の 2 症例．第 62 回日

本リウマチ学会総会・学術集会 

47. 一瀬邦弘, 寶來吉朗, 藤川敬太, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 古賀智裕, 川㞍真也, 岩本直樹, 玉井慎美, 中村英樹, 
折口智樹, 川上純: 全身性エリテマトーデス合併妊娠におけるタクロリムスの併用とそのアウトカムに及ぼす因子の

検討．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

48. 高谷亜由子, 玉井慎美, 大木望, 中島好一, 石田翠, 藤田雄也, 遠藤友志郎, 辻創介, 清水俊匡, 梅田雅孝, 福井翔一, 
住吉玲美, 西野文子, 古賀智裕, 川㞍真也, 岩本直樹, 井川敬, 一瀬邦弘, 有馬和彦, 中村英樹, 折口智樹, 上谷雅孝, 
川上純: 関節リウマチ患者における X 線進行の予測因子の検討．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

49. 玉井慎美, 有馬和彦, 川㞍真也, 青柳潔, 藤井博, 山田和徳, 川野充弘, 池田啓, 中島裕史, 川上純．住民健康診査にお

けるリウマチ検診の取り組み(第 3 報)．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

50. 柘植俊, 藤井博, 高橋芳徳, 竹治明梨, 堀田成人, 藤澤雄平, 松永貴弘, 蔵島乾, 額裕海, 原 怜史, 谷悠紀子, 鈴木華恵, 
鈴木康倫, 伊藤清亮, 水島伊知郎, 山田和徳, 中崎聡, 川㞍真也, 池田啓, 玉井慎美, 中島裕史, 川上純, 川野充弘: 検
診における関節エコーを用いた関節リウマチの早期診断の試み．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

51. 藤井博, 玉井慎美, 吉田美咲, 鈴木信博, 高橋芳徳, 竹治明梨, 堀田成人, 藤澤雄平, 柘植俊介, 松永貴弘, 蔵島乾, 額
裕海, 原怜史, 谷悠紀子, 鈴木康倫, 伊藤清亮, 水島伊知郎, 山田和徳, 中崎聡, 川㞍真也, 池田啓, 中島裕史, 川上純, 
川野充弘: IgG4 関連疾患 環境要素および併存疾患が血清 IgG4 及び IgG4 関連疾患に与える影響について．第 62 回日

本リウマチ学会総会・学術集会 

52. 井川敬, 一瀬邦弘, 梅田雅孝, 古賀智裕, 藤田雄也, 石田翠, 遠藤友志郎, 辻創介, 高谷亜由子, 清水俊匡, 福井翔一, 
住吉玲美, 西野文子, 川㞍真也, 岩本直樹, 玉井慎美, 中村英樹, 折口智樹, 川上純: SLE・抗リン脂質抗体症候群 5 ル
ープス腎炎のポドサイトにおける SLAMF6 発現と機能的意義の検討．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

53. 一瀬邦弘, 北村峰昭, 藤川敬太, 寶來吉朗, 松岡直樹, 坪井雅彦, 野中文陽, 植木幸孝, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 
古賀智裕, 川㞍真也, 岩本直樹, 玉井慎美, 中村英樹, 折口智樹, 西野友哉, 川上純: SLE・抗リン脂質抗体症候群 4 ル
ープス腎炎における寛解導入後の治療反応予測因子と生命予後の検討．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

54. 川㞍真也, 西野文子, 高谷亜由子, 玉井慎美, 上谷雅孝, 川上純: 関節リウマチの診断と治療に関節エコー・MRI は必

要か? MRI・関節エコーによる RA の早期診断と治療反応の評価．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

55. 辻創介, 高谷亜由子, 井川敬, 清水俊匡, 梅田雅孝, 福井翔一, 住吉玲美, 西野文子, 野中文陽, 古賀智裕, 川㞍真也, 
岩本 直樹, 一瀬 邦弘, 中村 英樹, 折口 智樹, 植木 幸孝, 川上純: 気管支内病変を呈した MTX-LPD の 2 症例．第 62
回日本リウマチ学会総会・学術集会 

56. 一瀬邦弘, 北村峰昭, 藤川敬太, 寶來吉朗, 松岡直樹, 坪井雅彦, 野中文陽, 植木幸孝, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 
古賀智裕, 川㞍真也, 岩本直樹, 玉井慎美, 中村英樹, 折口智樹, 西野友哉, 川上純: SLE・抗リン脂質抗体症候群 4 ル
ープス腎炎における寛解導入後の治療反応予測因子と生命予後の検討．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会 
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研究業績集計表 教室等名：406 地域医療学

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2018 52 0 0 0 1 53 52 2 4 3 0 56 65 118

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2018 0 0 0 0 23 0 56 79 79

論文総数に係る教員生産係数一覧

2018

Impact factor 値一覧

2018

A-b B-b

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

0.449 53 0.981 52

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

169.92 169.92 3.268  


